










要約 

神経芽細胞腫(神経芽腫)のマス・スクリ一ニングにより、はたして死亡数が減少したかど

うか確認するため、死亡統計上本腫瘍による死亡が、近年減少しているか否かを検討した。

但し、現行の死亡統計では、神経芽三重による死亡を正確に把握出来ないので、厚生省統

計情報部に保管されている人口動態調査死亡票によって死因を確認した。その結果昭和

54-62 年の間に 1、037 例の神経芽腫が把握された.これを年齢階級別、年度別にその推移

を検討すると 1-4 歳で、人口 10 万対 1.30(昭和 54)-1.13(昭和 59)であったものが、マス

スクリーニングの普及に伴って O.66(昭和 60)-0.80(昭和 62)と低下した.但し、このよう

な低下はその他の年齢階級では明らかではなかった。 


